
 

No.創出-2-1 休憩施設（ベンチ、テーブルなど）の設置 
 
技術の目的 
空間の用途に合わせて、ベンチやテーブルなどの休憩施設を設置し、居心地や魅力の向上を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
 人の滞留や活動をサポートするベンチ・テーブルなどの設備は活気のある街路やオープンスペース、
公園などの形成に寄与し、歩行や滞留を促す効果がある。 

 座れる場所がまちなかにあることで誰もが気軽に外出できるユニバーサルデザインのまちづくりに
つながる。出典 1 

 
図 公共空間の座れる空間の質を高める方法例出典 1 

 

 

■導入事例 
1．緑陰・植栽と組み合わせた休憩スペースの事例 
 街路樹などの植栽桝と座れるスペースを一体化し、樹木の根系保護や居心地の良い空間づくりを行
っている。 

 
 
 
 
 
 
  

樹木の根系保護と組み合わせた休憩スペー
ス（コレド室町／中央区） 

歩道上に設置されたベンチ（中央区） 

 



 

 

  
病院の屋上菜園に車いすでも使える作業台が
ある事例出典 2 

オフィスの屋上庭園に仕事もできるテーブ
ル・ベンチがある事例出典 2 

 
 
■出典・参考資料 
 1 世田谷区「座れる場づくりガイドライン」（平成 30（2018）年） 
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/006/004/d00158569.html 

 2 国土交通省「緑による建物の魅力アップガイド」（平成 28(2016)年 12 月） 
https://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi̲parkgreen̲mn̲000008.html 

 
基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

  ◎    
注）◎：当該技術の主要な機能、○：当該技術の副次的な機能 
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